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(57)【要約】
【課題】本発明は、内部に取り付けられている複数のサ
ーバーを外部交流電源に電気接続する電源線の数量を減
少することができるサーバーキャビネットを提供するこ
とを目的とする。
【解決手段】本発明に係るサーバーキャビネットは、複
数のサーバーを収容するために用いられ、ラック及び前
記ラックの内部に設置される電源供給器を備え、前記電
源供給器の外表面には、少なくとも１つの電源入力ソケ
ット及び前記サーバーの数量に対応する複数の電源出力
ソケットが設置され、前記複数の電源出力ソケットは、
それぞれ対応する前記サーバーに電気接続されて前記サ
ーバーに直流電源を提供する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のサーバーを収容するために用いられ、ラック及び前記ラックの内部に設置される
電源供給器を備え、前記電源供給器の外表面には、少なくとも１つの電源入力ソケット及
び前記サーバーの数量に対応する複数の電源出力ソケットが設置され、前記複数の電源出
力ソケットは、それぞれ対応する前記サーバーに電気接続されて前記サーバーに直流電源
を提供することを特徴とするサーバーキャビネット。
【請求項２】
　前記ラックは、相対向して設置される上板及び下板と、前記上板及び前記下板の左右両
側に連接される左側板及び右側板と、を備え、前記複数のサーバーは、前記ラックの高さ
方向に沿って配列され、各々のサーバーは、前記左側板と前記右側板との間に固定され、
前記電源供給器は、前記ラックの高さ方向に沿って延在し、前記複数の電源出力ソケット
は、前記電源供給器の高さ方向に沿って互いに離間して平行となるように配列されること
を特徴とする請求項１に記載のサーバーキャビネット。
【請求項３】
　前記各々のサーバーの背面には、１つのプラグが設置され、前記複数の電源出力ソケッ
トは、前記電源供給器の前記サーバーに向う側面に設置されてそれぞれ対応する前記サー
バーのプラグに接続されることを特徴とする請求項２に記載のサーバーキャビネット。
【請求項４】
　前記電源供給器は、縦長のケーシング及び前記ケーシングの内部に収容される複数の電
気回路を備え、前記電源入力ソケット及び前記電源出力ソケットは、全て前記電気回路に
電気接続し、前記電源入力ソケットは外部交流電源に電気接続し、前記電気回路は、交流
電流を直流電流に変換してから前記電源出力ソケットによって出力することを特徴とする
請求項２に記載のサーバーキャビネット。
【請求項５】
　前記サーバーキャビネットは、前記ラックの内部に収容される支持フレームをさらに備
え、前記支持フレームは、前記ラックの１つの側板の内表面に接触する２つの第一支持部
及び前記ラックの他の側板の内表面に接触する２つの第二支持部を備え、前記第一支持部
及び前記第二支持部の上下両端は、別々に前記ラックの上板及び下板に接触することを特
徴とする請求項２に記載のサーバーキャビネット。
【請求項６】
　前記サーバーキャビネットは、前記２つの第一支持部の間に連接される複数の第一ガイ
ドレール及び前記２つの第二支持部の間に連接される複数の第二ガイドレールを備え、前
記第一ガイドレール及び前記第二ガイドレールは対称分布され、各々のサーバーの対向す
る両側は、別々に対称分布される１つの第一ガイドレール及び１つの第二ガイドレールに
支持され、且つ前記第一ガイドレール及び前記第二ガイドレールに沿ってスライドするこ
とを特徴とする請求項５に記載のサーバーキャビネット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サーバーキャビネットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　情報技術の発展に伴って、知識経済も増長し、データを貯蓄及び運算するために、各種
のデータ貯蓄センター及びデータ運算センターを確立した。複数のサーバーを１つのサー
バーキャビネットに装着すると、空間を節約するばかりでなく、且つ便利に管理すること
ができ、複数のサーバーが協同して作動するため、大きい運算項目を実行することができ
る。従って、サーバーキャビネットは、データ貯蓄センター及びデータ運算センターを確
立する時に広く応用される。
【０００３】
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　通常、サーバーの高さはＵ（１Ｕ＝１．７５インチ＝４４．４５ｍｍ）を単位とするた
め、サーバーの類型も高さによって分ける。異なる類型のサーバーは、異なる電源供給器
に対応する。サーバーキャビネットも通用の工業標準を採用し、大部分のサーバーキャビ
ネットの内部に２４～４２個の１Ｕサーバーを取り付けることができる。使用する時、各
々のサーバーの電源供給器は、電源線によって外部交流電源に接続し、前記電源供給器は
前記外部交流電源が提供する交流電力を直流電力に変換してからサーバーに電力を供給す
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、複数のサーバーが軸方向に沿って１つのサーバーキャビネットの内部に取り付
けられ、且つ前記複数のサーバーはそれぞれ対応する電源線によって外部交流電源に電気
接続するため、前記複数のサーバーを外部交流電源に接続するステップが面倒であり、大
量の電源線が前記サーバーキャビネットの後方に乱雑に巻きついているため、前記複数の
サーバーが作動する時に生じる熱は、前記大量の電源線に当止されて前記サーバーキャビ
ネットの後方から外界に順調に放熱することができなくなり、従って前記サーバーキャビ
ネットの内部と外界との間の気流交換効率に影響し、熱量が前記サーバーキャビネットの
内部に蓄積されて、前記サーバーキャビネット内のサーバーは過熱により作動を停止する
。
【０００５】
　本発明の目的は、前記課題を解決し、内部に取り付けられている複数のサーバーを外部
交流電源に電気接続する電源線の数量を減少することができるサーバーキャビネットを提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るサーバーキャビネットは、複数のサーバーを収容するために用いられ、ラ
ック及び前記ラックの内部に設置される電源供給器を備え、前記電源供給器の外表面には
、少なくとも１つの電源入力ソケット及び前記サーバーの数量に対応する複数の電源出力
ソケットが設置され、前記複数の電源出力ソケットは、それぞれ対応する前記サーバーに
電気接続されて前記サーバーに直流電源を提供する。
【発明の効果】
【０００７】
　従来の技術に比べて、本発明のサーバーキャビネットは、少なくとも１つの電源入力ソ
ケット及び複数の電源出力ソケットを有する電源供給器を備え、前記複数の電源出力ソケ
ットは別々に前記サーバーキャビネット内の複数のサーバーに電気接続するため、１つの
みの電源線によって前記電源供給器の１つの電源入力ソケットを外部交流電源に電気接続
するだけで、前記複数のサーバーに電力を供給することができ、従って前記サーバーを電
源に接続するステップが簡略になり、且つ使用する電源線の数量を減少して前記サーバー
キャビネットの内部と外界との間の気流交換効率を高める。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係るサーバーキャビネットの立体図である。
【図２】図１に示すサーバーキャビネットの分解図である。
【図３】図１に示すサーバーキャビネットのIII－III線に沿う断面図である。
【図４】図２に示す電源供給器の他の視角からの拡大図である。
【図５】図１に示すサーバーキャビネットの前カバーを取り外してから、その内部にサー
バーを取り付ける過程を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。
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【００１０】
　図１～図３を参照すると、本発明の実施形態に係るサーバーキャビネット１０の内部に
２４個の１Ｕサーバー２０を取り付けることができる。前記サーバー２０は、長方体であ
り、その長さは前記サーバーキャビネット１０の長さより小さい。前記サーバー２０の内
部には、複数の吸気式ファン２３が設けられており、前記サーバー２０の前面及び背面に
は、それぞれ複数の貫通孔２１が設けられており（図５を参照）、且つ前記サーバー２０
の背面には、さらに１つのプラグ２５が設けられている。
【００１１】
　前記サーバーキャビネット１０は、長方体であり、立体中空状のラック１１と、前記ラ
ック１１の内部に収容される支持フレーム１２と、前記支持フレーム１２の後方に位置す
る電源供給器１３と、前記ラック１１の前面に装着されるフロントカバー１４と、前記ラ
ック１１の背面に装着されるバックカバー１５と、を備える。前記ラック１１は、対向し
て設置される矩形の上板１１１及び下板１１３と、前記上板１１１及び前記下板１１３の
左右両側に連接される左側板１１２及び右側板１１２と、を備える。前記上板１１１、前
記下板１１３、並びに前記左側板１１２及び右側板１１２が囲んで矩形の収容空間１１６
を形成する。前記サーバー２０及び他のネットワーク設備は前記収容空間１１６に収容さ
れる。前記上板１１１及び前記下板１１３の前記バックカバー１５に近い位置には、それ
ぞれ矩形の開口１１５が設けられており、前記２つの開口１１５は同じ直線上に位置する
。前記収容空間１１６は、前記２つの開口１１５によって前記サーバーキャビネット１０
の外部に連通する。前記フロントカバー１４及び前記バックカバー１５は、別々に前記上
板１１１及び前記下板１１３の前後両端に接続する。前記フロントカバー１４には、複数
の貫通孔１４０が規則的に配列されており、前記バックカバー１５には、複数の貫通孔１
５０が規則的に配列されている。
【００１２】
　前記支持フレーム１２は、別々に前記ラック１１の四隅に位置する４つの支持壁１２１
と、前記ラック１１の同じ側に位置する２つの支持壁１２１の間に連接される複数のガイ
ドレール１２２と、を備える。前記ラック１１の左側に位置する２つの支持壁１２１は、
別々に前記左側板１１２の前後両端に位置し、且つ前記左側板１１２の内表面に接触する
。前記ラック１１の右側に位置する２つの支持壁１２１は、別々に前記右側板１１２の前
後両端に位置し、且つ前記右側板１１２の内表面に接触する。各々の支持壁１２１は、前
記ラック１１の高さ方向に沿って延在し、その上端及び下端は別々に前記上板１１１及び
前記下板１１３に接触する。各々のガイドレール１２２の前後両端は、別々に前記ラック
１１の同じ側に位置する２つの支持壁１２１の同じ高さに対応する箇所に固定される。前
記複数のガイドレール１２２は、前記支持壁１２１の高さ方向に沿って配列され、前記ラ
ック１１の左側に位置する２つの支持壁１２１の間の複数のガイドレール１２２と前記ラ
ック１１の右側に位置する２つの支持壁１２１の間の複数のガイドレール１２２とは対称
分布される。
【００１３】
　前記電源供給器１３は、矩形の断面を有する縦長いケーシング１３０と、前記ケーシン
グ１３０の内部に収容される複数の電気回路（図示せず）と、別々に前記ケーシング１３
０の上端及び下端に位置する複数の固定シート１３５と、前記ケーシング１３０の外表面
に設置される複数のパワーソケット１３６及び複数の吸気式ファン１３７と、を備える。
前記ケーシング１３０の高さと前記ラック１１の高さとはほぼ等しい。図４を参照すると
、前記ケーシング１３０は、相対向して設置される矩形の上面１３１及び下面１３３と、
前記上面１３１と前記下面１３３との間に連接される四つの側面１３２と、を備える。前
記上面１３１及び前記下面１３３の寸法は、前記ラック１１の上面１１１及び下面１１３
に位置する開口１１５の寸法とほぼ等しい。前記上面１３１及び前記下面１３３には、別
々に複数の通風孔１３４が設けられている。前記固定シート１３５は、互いに直交する第
一固定壁１３５１及び第二固定壁１３５２を備える。本実施形態において、前記固定シー
ト１３５の数量は四つである。前記サーバーキャビネット１０を組み立てる場合、前記電
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源供給器１３の上端及び下端は、別々に前記ラック１１の上面１１１及び下面１１３に接
触し、２つの固定シート１３５は、別々に前記電源供給器１３の左、右側面の上端に位置
し、且つ各々の固定シート１３５の第一固定壁１３５１及び第二固定壁１３５２は、別々
に前記ラック１１の上面１１１及び前記電源供給器１３側面１３２に固定され、他の２つ
の固定シート１３５は、別々に前記電源供給器１３の左、右側面の下端に位置し、且つ各
々の固定シート１３５の第一固定壁１３５１及び第二固定壁１３５２は、別々に前記ラッ
ク１１の下面１１３及び前記電源供給器１３側面１３２に固定される。前記ケーシング１
３０の上面１３１及び下面１３３は、別々に前記ラック１１の上面１１１及び下面１１３
の開口１１５に対応するため、前記電源供給器１３の内部は、前記通風孔１３４及び前記
開口１１５によって、前記サーバーキャビネット１０の外部に連通する。
【００１４】
　前記パワーソケット１３６は、前記サーバー２０に向う前記ケーシング１３０の前側面
１３２に位置する複数の電源出力ソケット１３６１と、前記ケーシング１３０の前側面１
３２に対向する後側面１３２底部に位置する２つの電源入力ソケット１３６２と、を備え
、前記電源出力ソケット１３６１の数量は、前記サーバー２０の数量と等しい。前記複数
の電源出力ソケット１３６１は、前記ケーシング１３０の高さ方向に沿って互いに離間し
て平行となるように配列される。前記サーバーキャビネット１０を組み立てる場合、前記
電源供給器１３は前記サーバー２０の背後に位置し、且つ前記電源供給器１３の各々の電
源出力ソケット１３６１は対応する前記サーバー２０のプラグ２５に電気接続する。前記
電源入力ソケット１３６２及び前記電源出力ソケット１３６１は、別々に前記ケーシング
１３０内の電気回路に電気接続する。前記２つの電源入力ソケット１３６２は、同じ機能
を有するため、使用する時に互いに取り替えることができる。他の実施形態において、前
記電源供給器１３は、１つのみの電源入力ソケット１３６２を備えることもできる。前記
複数の吸気式ファン１３７は、前記ケーシング１３０の後側面１３２に位置する。各々の
吸気式ファン１３７は、前記ケーシング１３０の内部に連通する給気口１３７１と、前記
電源供給器１３の外部に向う排気口１３７２と、を備える。
【００１５】
　図３及び図５を参照すると、前記サーバーキャビネット１０を組み立てる場合、先ず、
前記固定シート１３５によって前記電源供給器１３を前記ラック１１の上面１１１と下面
１１３との間の所定位置に固定し、且つ前記電源供給器１３の前記電源出力ソケット１３
６１が設けられている前側面１３２が前記サーバーキャビネット１０の前方に向かうよう
にする。次に、各々のサーバー２０の左右両側を別々に前記ラック１１の両側の同じ高さ
に位置するガイドレール１２２に位置決めしてから、前記サーバー２０の背面のプラグ２
５が前記電源供給器１３の対応する１つの電源出力ソケット１３６１に電気接続するまで
、前記ガイドレール１２２に沿って前記サーバー２０を推進する。この過程において、前
記ガイドレール１２２は、前記サーバー２０が前記ラック１１の前後方向に沿って水平移
動するように案内する。
【００１６】
　使用する時、前記電源供給器１３の１つの電源入力ソケット１３６２は、１つの電源線
によって外部交流電源（図示せず）に電気接続して交流電流を獲得し、且つ前記ケーシン
グ１３０の内部の電気回路によって前記交流電流を直流電流に変換し、前記複数の電源出
力ソケット１３６１によって前記直流電流を前記複数のサーバー２０に出力する。前記サ
ーバー２０は電力を供給されて作動し、その内部の吸気式ファン２３も高速に運転し、図
３に示す矢印方向に沿って、冷却気流はフロントカバー１４の貫通孔１４０から前記サー
バーキャビネット１０の内部に入り、続いて前記サーバー２０の前面の貫通孔２１から前
記サーバー２０の内部に入り、且つ前記サーバー２０が作動する時に生じる熱を吸収して
高温気流を形成し、該高温気流は前記バックカバー１５の貫通孔１５０から排出されるた
め、前記サーバー２０が作動する時に生じる熱は外部環境に放熱される。これとともに、
前記電源供給器１３の吸気式ファン１３７も高速に運転するため、前記サーバーキャビネ
ット１０の上方及び下方の冷却気流は、前記ラック１１の上面１１１の及び下面１１３の
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開口１１５と、前記ケーシング１３０の上面１３１及び下面１３３の通風孔１３４とから
前記電源供給器１３のケーシング１３０の内部に入り、且つ前記電源供給器１３が作動す
る時に生じる熱を吸収して高温気流を形成し、該高温気流は前記吸気式ファン１３７の給
気口１３７１及び排気口１３７２から排出されるため、前記電源供給器１３が作動する時
に生じる熱は外部環境に放熱される。
【００１７】
　前記サーバーキャビネット１０の電源供給器１３は同様の２つの電源入力ソケット１３
６２及び複数のサーバー２０にそれぞれに電気接続する複数の電源出力ソケット１３６１
を備えるため、１つのみの電源線によって前記電源供給器１３の１つの電源入力ソケット
１３６２を外部交流電源に電気接続するだけで、前記複数のサーバー２０に電力を供給す
ることができ、従って前記サーバー２０を電源に接続するステップが簡略になり、且つ電
源線の数量を減少して前記サーバーキャビネット１０の内部と外界との間の気流交換効率
を高める。なお、各々のサーバー２０の内部に電源供給器を設置することを必要としない
ため、前記サーバー２０の内部に残った空間に他の電子素子を設置することができ、前記
サーバー２０の運算効能をさらに強める。
【００１８】
　以上、本発明を実施例に基づいて具体的に説明したが、本発明は、上述の実施例に限定
されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種種の変更が可能であること
は勿論であって、本発明の技術的範囲は、以下の特許請求の範囲から決まる。
【符号の説明】
【００１９】
　１０　サーバーキャビネット
　１１　ラック
　１２　支持フレーム
　１３　電源供給器
　１４　フロントカバー
　１５　バックカバー
　２０　サーバー
　２１、１４０、１５０　貫通孔
　２３、１３７　吸気式ファン
　２５　プラグ
　１１１　上板
　１１２　側板
　１１３　下板
　１１５　開口
　１１６　収容空間
　１２１　支持壁
　１２２　ガイドレール
　１３０　ケーシング
　１３１　上面
　１３２　側面
　１３３　下面
　１３４　通風孔
　１３５　固定シート
　１３６　パワーソケット
　１３５１　第一固定壁
　１３５２　第二固定壁
　１３６１　電源出力ソケット
　１３６２　電源入力ソケット
　１３７１　給気口
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　１３７２　排気口

【図１】 【図２】
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